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１ 調査報告書 

（3） 関係機関向けアンケート調査
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１-（3） 調査報告書 関係機関向けアンケート調査 

① 調査の概要

ア）調査目的

本調査は、ひきこもり当事者及び家族がいる世帯との関わる機会があると思われる各機関に

対して、担当地域における対応状況等の調査を行うことによって、関係機関によるより効果的な

相談・支援について、検討を行うため基礎資料の作成を目的として実施する。 

イ）調査項目

a. 基本属性について（Q1)

b. 担当区域内の「ひきこもり状態にある方」への対応について（Q２～Q７）

c. ひきこもり状態に係る相談・支援について（Q８～15）

ウ）調査対象

ひきこもり当事者や家族がいる世帯と関わる機会があると思われる関係機関

・札幌地域包括支援センター  28 か所

・指定特定相談支援事業所  197 か所

※委託相談支援事業所を含む

・札幌市区社会福祉協議会   11 か所 

エ）調査時期

令和 7 年 11 月 19 日～令和 8 年 1 月 23 日

オ）調査方法

電子メール配布・WEB 回答

カ）回収結果

回収数（率）  87 か所（36.9％） 
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② 調査の結果

a. 基本属性について

Ｑ１ 貴機関について、該当するものを選択してください。（○はひとつだけ）

(n)

( 26 件)

( 16 件)

( 34 件)

( 11 件)

b. 担当区域内の「ひきこもり状態にある方」への対応について

Ｑ２ 現在、貴機関の担当する区域内に「ひきこもり状態にある方」がいますか。（○はひとつだけ）

(n)

( 26 件)

( 16 件)

( 34 件)

( 11 件)

Ｑ３

(n)

( 26 件)

( 16 件)

( 34 件)

( 11 件)

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

市 区 社 会 福 祉 協 議 会

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

障がい者相談支援事業所
（ 委 託 相 談 ）

指定特定相談支援事業所
（ 委 託 を 除 く ）

※回答者全員がすべての質問に回答しているわけではないため、全体の数と内訳の合計が一致しない
場合がある。

　担当する区域内のひきこもり状態の方の存在については、全機関で「いる」が最も多く、地域包括支援センターで
84.6%、障がい者相談支援事業所で93.8%、指定特定相談支援事業所で58.8%、市区社会福祉協議会で63.6%で
あった。

　６か月間の当事者からの相談等については、「１～５人／月程度ある」が、地域包括支援センターで57.7%、障がい者相
談支援事業所で68.8%、指定特定相談支援事業所で50.0%と多く、市区社会福祉協議会では「したことはない」が
90.9%で多かった。

障がい者相談支援事業所
（ 委 託 相 談 ）

指定特定相談支援事業所
（ 委 託 を 除 く ）

市 区 社 会 福 祉 協 議 会

障がい者相談支援事業所
（ 委 託 相 談 ）

指定特定相談支援事業所
（ 委 託 を 除 く ）

市 区 社 会 福 祉 協 議 会

貴機関は、この６か月間に「ひきこもり状態にある方」当事者の相談を受けたり、支援を行ったりしたこと
がありますか。概算で構いませんのでお答えください（1か月平均）。（○はひとつだけ）

29.9%

18.4%

39.1%

12.6%

地域包括支援センター

障がい者相談支援事業所

（委託相談）

指定特定相談支援事業所

（委託を除く）

市区社会福祉協議会

84.6 

93.8 

58.8 

63.6 

7.7 

6.3 

35.3 

0.0 

7.7 

5.9 

36.4 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない わからない 無回答

38.5 

6.3 

44.1 

90.9 

57.7 

68.8 

50.0 

9.1 

3.8 

12.5 

5.9 

12.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

したこと

はない

１～５人

月程度

ある

わ
か
ら
な
い

無
回
答

６～10人

月程度

ある

11～20人

月程度

ある

21～30人

月程度

ある

31～50人

月程度

ある

51～80人

月程度

ある

80人

月より

多くある
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Ｑ４

(n)

( 26 件)

( 16 件)

( 34 件)

( 11 件)

Ｑ５

(n)

( 26 件)

( 16 件)

( 34 件)

( 11 件)

Ｑ６

(n)

( 26 件)

( 16 件)

( 34 件)

( 11 件)

　ひきこもり状態にある方がいる世帯については、「わからない」が地域包括支援センターで46.2%、指定特定相談支援事
業所で47.1%、市区社会福祉協議会で90.9%と多く、障がい者相談支援事業所では「変わらない（横ばい）と思う」が
43.8%で多かった。

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

市 区 社 会 福 祉 協 議 会

貴機関の令和５年度と令和６年度を比較して、ひきこもり状態にある方がいる世帯が増えていると思い
ますか。（○はひとつだけ）

障がい者相談支援事業所
（ 委 託 相 談 ）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

貴機関は、この６か月間に「ひきこもり状態にある方」のご家族の相談を受けたり、支援を行ったりしたこ
とがありますか。概算で構いませんのでお答えください（1か月平均）。（○はひとつだけ）

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

障がい者相談支援事業所
（ 委 託 相 談 ）

指定特定相談支援事業所
（ 委 託 を 除 く ）

市 区 社 会 福 祉 協 議 会

　６か月間のご家族からの相談等については、「１～５人／月程度ある」が、地域包括支援センターで61.5%、障がい者相談
支援事業所で68.8%、指定特定相談支援事業所で52.9%と多く、市区社会福祉協議会では「したことはない」が72.7%
で多かった。

担当する地区にひきこもり状態にある方がいることを新たに把握することは、どの程度ありますか。
（○はひとつだけ）

　ひきこもり状態にある方を新たに把握する頻度は、地域包括支援センターで「年1～2件」が30.8%、障がい者相談支援
事業所で「年3～4件」及び「年5～10件」が31.3%、指定特定相談支援事業所で「ほとんどない」が32.4%、市区社会福
祉協議会では「ほとんどない」及び「年5～10件」が36.4%で多かった。

指定特定相談支援事業所
（ 委 託 を 除 く ）

障がい者相談支援事業所
（ 委 託 相 談 ）

指定特定相談支援事業所
（ 委 託 を 除 く ）

市 区 社 会 福 祉 協 議 会

19.2 

0.0 

32.4 

36.4 

30.8 

12.5 

20.6 

27.3 

19.2 

31.3 

23.5 

0.0 

15.4 

31.3 

8.8 

36.4 

7.7 

6.3 

0.0 

0.0 

12.5 

5.9 

0.0 

0.0 

0.0 

7.7 

6.3 

5.9 

0.0 

0.0 

2.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとん

どない

26.9 

37.5 

26.5 

9.1 

26.9 

43.8 

26.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

46.2 

18.8 

47.1 

90.9 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えてい

ると思う

わ
か
ら
な
い

無
回
答

30.8 

12.5 

44.1 

72.7 

61.5 

68.8 

52.9 

27.3 

7.7 

0.0 

2.9 

18.8 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

したこと

はない

１～５人

月程度

ある

わ
か
ら
な
い

無
回
答

６～10人

月程度

ある

11～20人

月程度

ある

21～30人

月程度

ある

31～50人

月程度

ある

51～80人

月程度

ある

80人

月より

多くある

年1～

2件

年3～

4件

年5～

10件

わ
か
ら
な
い

無
回
答

月1件

程度

月2～

4件

そ
の
他

変わらない

（横ばい）と思う

減ってい

ると思う

88



Ｑ７

( 26 人)

( 16 人)

( 34 人)

( 11 人)

(%)

地域包括支援センター

 障がい者相談支援事業所（委託相談）

 指定特定相談支援事業所（委託を除く）

市区社会福祉協議会

担当する地区にひきこもり状態にある方がいることを、どのような方法で知りますか。該当するものすべ
てに○をつけてください。（○はいくつでも）

　ひきこもり状態にある方がいることを知る方法は、地域包括支援センターでは「支援対象者への対応時」が88.5%、障が
い者相談支援事業所では「当事者や家族からの相談」が100%、指定特定相談支援事業所では「当事者や家族からの相
談」が67.6%と多く、市区社会福祉協議会では「当事者や家族からの相談」及び「近隣住民からの情報提供（相談）」が
45.5%で多かった。

88.5 

69.2 

42.3 

57.7 

23.1 

0.0 

26.9 

30.8 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

31.3 

100.0 

18.8 

12.5 

56.3 

31.3 

37.5 

37.5 

18.8 

0.0 

0.0 

0.0 

44.1 

67.6 

2.9 

2.9 

14.7 

11.8 

17.6 

11.8 

17.6 

8.8 

2.9 

0.0 

36.4 

45.5 

45.5 

36.4 

36.4 

9.1 

27.3 

0.0 

9.1 

27.3 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

支援対象者への対応時

当事者や家族からの相談

近隣住民からの情報提供（相談）

民生委員・児童委員からの情報提供

区役所・保健センターからの情報提供

教育機関（学校等）からの情報提供

介護サービス事業所からの情報提供

医療機関からの情報提供

その他

把握してない

わからない

無回答
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c. ひきこもり状態に係る相談・支援について

Ｑ８

( 26 人)

( 16 人)

( 34 人)

( 11 人)

(%)

　ひきこもり状態にある方がいることを知ったときの対応は、地域包括支援センターでは「当事者・家族に対して相談窓口や
支援機関についての情報提供を行う」が92.3%、障がい者相談支援事業所では「その方との関係づくりのための訪問を行
う」及び「家族からの相談を聞く」が75.0%、指定特定相談支援事業所では「家族からの相談を聞く」が61.8%と多く、市
区社会福祉協議会では「相談窓口や支援機関に対し、当事者・家族に関する情報提供を行う」が63.6%で多かった。

市区社会福祉協議会

 指定特定相談支援事業所（委託を除く）

担当する地区にひきこもり状態にある方がいることを知ったとき、どのような対応をすることが多いです
か。多いと思うものを３つまで選んでください。（○は３つまで）

地域包括支援センター

 障がい者相談支援事業所（委託相談）

15.4 

23.1 

73.1 

92.3 

46.2 

0.0 

3.8 

0.0 

7.7 

0.0 

0.0 

75.0 

31.3 

75.0 

37.5 

12.5 

37.5 

18.8 

0.0 

0.0 

6.3 

0.0 

55.9 

20.6 

61.8 

35.3 

20.6 

11.8 

14.7 

17.6 

26.5 

2.9 

0.0 

9.1 

9.1 

36.4 

54.5 

63.6 

0.0 

9.1 

0.0 

9.1 

9.1 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

その方との関係づくりのための訪問を行う

定期的な見守り・声掛けを行う

家族からの相談を聞く

当事者・家族に対して相談窓口や

支援機関についての情報提供を行う

相談窓口や支援機関に対し、

当事者・家族に関する情報提供を行う

当事者・家族が相談窓口・

支援機関に行く際に同行する

関係機関と連携しながら、直接的な支援を行う

当事者が自機関の支援対象者でな

ければ、特別な対応は行わない

当事者・家族に相談の意思がな

ければ、特別の対応は行わない

その他

無回答
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Ｑ９

( 26 人)

( 16 人)

( 34 人)

( 11 人)

(%)

　連携している関係機関は、全機関で「区役所」が最も多く、地域包括支援センターで80.8%、指定特定相談支援事業所
で35.3%、市区社会福祉協議会で54.5%であった。障がい者相談支援事業所では「区役所」及び「病院・診療所」が
87.5%であった。

市区社会福祉協議会

 指定特定相談支援事業所（委託を除く）

ひきこもりに係る相談・支援において、連携している（連携したことがある）関係機関をすべて選んで○を
つけてください。（○はいくつでも）

地域包括支援センター

 障がい者相談支援事業所（委託相談）

38.5 

7.7 

23.1 

7.7 

34.6 

0.0 

0.0 

0.0 

80.8 

3.8 

7.7 

65.4 

26.9 

7.7 

46.2 

38.5 

7.7 

0.0 

3.8 

7.7 

3.8 

31.3 

68.8 

37.5 

12.5 

25.0 

0.0 

31.3 

56.3 

87.5 

50.0 

43.8 

12.5 

37.5 

12.5 

25.0 

87.5 

6.3 

37.5 

6.3 

18.8 

0.0 

20.6 

17.6 

8.8 

0.0 

8.8 

2.9 

5.9 

14.7 

35.3 

11.8 

5.9 

29.4 

5.9 

0.0 

0.0 

29.4 

0.0 

8.8 

0.0 

23.5 

5.9 

36.4 

18.2 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

54.5 

27.3 

45.5 

36.4 

9.1 

9.1 

36.4 

0.0 

0.0 

9.1 

0.0 

9.1 

9.1 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

札幌市ひきこもり地域支援センター

札幌市若者支援総合センター

(さっぽろ若者サポートステーション)

札幌市自閉症・発達障がい

支援センター（おがる）

ひきこもりに関する集団型支援拠点

「よりどころ」

札幌市精神保健福祉センター

（札幌こころのセンター）

札幌市子どもアシストセンター

札幌市教育センター・教育相談室

児童相談所などの児童福祉機関

区役所

保健所・保健センター

地域包括支援センター

障がい者相談支援事業所（委託相談）

指定特定障がい者相談支援事業所

（上記12の委託相談以外）

札幌市社会福祉協議会

民生委員・児童委員

病院・診療所

職業安定所（ハローワーク）・

ジョブカフェなど就労機関

民間団体（支援NPOや

「フリースクール」など）

上記以外の心理相談・カウンセ

リングなどをする民間の機関

その他の施設・機関

無回答
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Ｑ10

( 26 人)

( 16 人)

( 34 人)

( 11 人)

(%)

　ひきこもりに係る相談・支援における課題については、地域包括支援センターでは「家族とつながっているが、ひきこもり状
態の本人につながることができない」が76.9%、指定特定相談支援事業所では「家族・本人とも、ひきこもり状態であること
に困り感がない」が58.8%、市区社会福祉協議会では「ひきこもりについての知識やノウハウが足りない」が63.6%と多
く、障がい者相談支援事業所では「家族とつながっているが、ひきこもり状態の本人につながることができない」及び「相談
が継続せずに途切れてしまう」が81.3%で多かった。

市区社会福祉協議会

 指定特定相談支援事業所（委託を除く）

貴機関がひきこもりに係る相談・支援を行う場合、特に課題と感じていることについて、お答えください。
（○はいくつでも）

地域包括支援センター

 障がい者相談支援事業所（委託相談）

65.4 

76.9 

65.4 

38.5 

61.5 

23.1 

15.4 

15.4 

15.4 

26.9 

42.3 

7.7 

0.0 

25.0 

81.3 

50.0 

81.3 

50.0 

12.5 

25.0 

12.5 

25.0 

12.5 

68.8 

6.3 

0.0 

44.1 

29.4 

58.8 

32.4 

38.2 

8.8 

29.4 

17.6 

8.8 

20.6 

23.5 

2.9 

2.9 

63.6 

36.4 

18.2 

9.1 

27.3 

9.1 

18.2 

9.1 

9.1 

18.2 

18.2 

9.1 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

ひきこもりについての知識やノウハウが足りない

家族とつながっているが、ひきこもり

状態の本人につながることができない

家族・本人とも、ひきこもり状態で

あることに困り感がない

相談が継続せずに途切れてしまう

本人と家族の認識にギャップがあり

、家族関係の調整が難しい

支援者向けの研修機会が不足している

どこの機関と連携すればよいか、わからない

行政機関との連携がない

当事者会・家族会との連携がない

ひきこもりに対する地域や

社会の理解が不足している

ひきこもりに関わる社会資源

（就労先・協力者など）がない

その他

無回答
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Ｑ11

( 26 人)

( 16 人)

( 34 人)

( 11 人)

(%)

　ひきこもりに係る相談・支援の対応時に職員・スタッフが理解を深めたほうが良いと思うことは、全機関で「ひきこもり支援
の具体的なノウハウ」が最も多く、地域包括支援センターで88.5%、障がい者相談支援事業所で87.5%、指定特定相談
支援事業所で76.5%、市区社会福祉協議会で81.8%であった。

市区社会福祉協議会

 指定特定相談支援事業所（委託を除く）

貴機関がひきこもりに係る相談・支援に対応するうえで、職員・スタッフが特に理解を深めたほうが良い
と思うことを教えてください。（○はいくつでも）

地域包括支援センター

 障がい者相談支援事業所（委託相談）

38.5 

76.9 

88.5 

50.0 

73.1 

50.0 

76.9 

69.2 

42.3 

0.0 

0.0 

62.5 

50.0 

87.5 

56.3 

62.5 

68.8 

50.0 

50.0 

6.3 

6.3 

0.0 

52.9 

64.7 

76.5 

64.7 

17.6 

55.9 

50.0 

32.4 

32.4 

0.0 

2.9 

45.5 

72.7 

81.8 

54.5 

27.3 

45.5 

72.7 

54.5 

18.2 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

ひきこもりの現状や背景

ひきこもり支援の制度

ひきこもり支援の具体的なノウハウ

当事者・家族心理の理解

長期・高齢ケースへの対応方法

支援における関係機関との連携の深め方

利用可能な社会資源（福祉サービス等）

ひきこもり支援機関の取組や事例

支援者自身のメンタルヘルスとセルフケア

その他

無回答

93



Ｑ12

( 26 人)

( 16 人)

( 34 人)

( 11 人)

(%)

　ひきこもりに係る相談・支援の対応時にあると良い取組は、「身近な地域における相談体制の充実」が、地域包括支援セン
ターで65.4%、市区社会福祉協議会で54.5%と多く、「地域における連携ネットワークづくり」は、障がい者相談支援事業
所で68.8%、指定特定相談支援事業所で67.6%と多かった。

市区社会福祉協議会

 指定特定相談支援事業所（委託を除く）

ひきこもりに係る相談・支援に対応する際に、どのような取組があると良いと思いますか。３つまで○をつ
けてください。（○は３つまで）

地域包括支援センター

 障がい者相談支援事業所（委託相談）

65.4 

61.5 

7.7 

34.6 

19.2 

11.5 

34.6 

15.4 

3.8 

11.5 

11.5 

7.7 

0.0 

37.5 

68.8 

6.3 

6.3 

37.5 

56.3 

31.3 

12.5 

6.3 

12.5 

6.3 

12.5 

0.0 

38.2 

67.6 

5.9 

20.6 

29.4 

47.1 

17.6 

8.8 

5.9 

11.8 

2.9 

5.9 

0.0 

54.5 

27.3 

36.4 

36.4 

36.4 

18.2 

27.3 

9.1 

18.2 

0.0 

18.2 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

身近な地域における相談体制の充実

地域における連携ネットワークづくり

効果的な普及啓発の充実

支援機関が掲載されたマップ等の作成

相談・支援機関向け研修会・事例検討会

居場所の運営

家族向けのひきこもりに関する

セミナー、家族教室等

ひきこもりの家族会と

連携した取組の充実

当事者・家族向け講演会

中間的就労等を含めた就労支援

当事者団体・家族会との連携

、当事者の声を聴く機会づくり

その他

無回答
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Ｑ13

( 26 人)

( 16 人)

( 34 人)

( 11 人)

(%)

　ひきこもりに係る関係機関や支援に関する情報を得る方法は、「ひきこもり支援を行う関係機関のホームページ・パンフ
レットなど」が、地域包括支援センターで69.2%、障がい者相談支援事業所で75.0%、市区社会福祉協議会で63.6%と
多く、指定特定相談支援事業所では「福祉・教育などの関係機関や活動団体」が38.2%で多かった。

市区社会福祉協議会

 指定特定相談支援事業所（委託を除く）

あなたは、ひきこもりに係る相談・支援を行う関係機関や、ひきこもり支援に関する情報を何で知ること
が多いですか。（○はいくつでも）

地域包括支援センター

 障がい者相談支援事業所（委託相談）

38.5 

11.5 

50.0 

46.2 

23.1 

69.2 

15.4 

3.8 

26.9 

11.5 

7.7 

0.0 

0.0 

3.8 

0.0 

37.5 

12.5 

31.3 

25.0 

18.8 

75.0 

18.8 

37.5 

37.5 

0.0 

0.0 

6.3 

12.5 

0.0 

0.0 

23.5 

11.8 

23.5 

5.9 

8.8 

32.4 

11.8 

11.8 

38.2 

5.9 

5.9 

11.8 

5.9 

8.8 

0.0 

36.4 

27.3 

54.5 

18.2 

0.0 

63.6 

9.1 

0.0 

9.1 

9.1 

0.0 

18.2 

9.1 

0.0 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

札幌市公式ホームページ

広報さっぽろ

チラシ・パンフレット

区役所などの公共施設や窓口

札幌市以外の行政機関（国・

北海道など）のホームページなど

ひきこもり支援を行う関係機関の

ホームページ・パンフレットなど

ひきこもり当事者会や家族会

医師や医療機関

福祉・教育などの関係機関や活動団体

テレビ・ラジオ

新聞・雑誌

SNS

その他

覚えていない

無回答
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Ｑ14

(n)

( 26 件)

( 16 件)

( 34 件)

( 11 件)

ひきこもり支援担当者だけではなく、ひきこもり状態にある人や家族に関わる全ての人に共通認識を
持っていただきたい内容や、対象者に寄り添った支援を実現するためのポイントなどを記載した、「ひき
こもり支援ハンドブック～寄り添うための羅針盤」が、令和７年１月に厚生労働省から発行されたことを
ご存じですか。（○はひとつだけ）

市 区 社 会 福 祉 協 議 会

　「ひきこもり支援ハンドブック～寄り添うための羅針盤」については、地域包括支援センターでは「知らない」が61.5%、障
がい者相談支援事業所では「知っているが、読んだことはない」が50.0%、指定特定相談支援事業所では「知らない」が
52.9%、市区社会福祉協議会では「知っているが、読んだことはない」及び「知らない」が45.5%で多かった。

地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー

障がい者相談支援事業所
（ 委 託 相 談 ）

指定特定相談支援事業所
（ 委 託 を 除 く ）

11.5 

18.8 

14.7 

9.1 

26.9 

50.0 

32.4 

45.5 

61.5 

31.3 

52.9 

45.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っており、

読んだことがある

知っているが、

読んだことはない 知らない 無回答
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